
ナルコティクス アノニマスへようこそ

　はじめてのNAミーティングにようこそ！NAはアディ

クトたちに、薬
やく

物
ぶつ

から解
かい

放
ほう

された生
い

き方
かた

を提
てい

供
きょう

している。

ご自
じ

分
ぶん

がアディクトかどうかまだ決
き

めかねているのなら、

とりあえず、そのことは棚
たな

上
あ

げにして、ともかくミーティ

ングに足
あし

を運
はこ

び続
つづ

けていただきたい。そうすれば、やがて

はっきりすると思
おも

う。

　ミーティングにはじめて出
で

てみたあなたはいま、私
わたし

たち

が初
はじ

めてミーティングに出
で

たときの気
き

持
も

ちと同
おな

じだとした

ら、緊
きん

張
ちょう

してオドオドし、その場
ば

の全
ぜん

員
いん

に注
ちゅう

目
もく

されている

んじゃないかと落
お

ち着
つ

かない気
き

分
ぶん

でいることと思
おも

う。そ

う、私
わたし

たちのだれもがそうだった。だが、こういう言
こと

葉
ば

が

ある。「緊
きん

張
ちょう

して、いてもたってもいられない気
き

分
ぶん

だとし

たら、あなたは来
く

るべきところに来
き

ているのだ」。私
わたし

たち

はよく、NAのドアをまちがって開
あ

けることはない、と話
はな

している。アディクトでなかったら、自
じ

分
ぶん

はアディクトか

どうかなんて、考
かんが

えることもないからだ。もし、自
じ

分
ぶん

はア

ディクトかもしれないという思
おも

いが少
すこ

しでもあるのなら、

おそらくアディクトだろうと思
おも

う。ともかく、アディクト

である私
わたし

たちが以
い

前
ぜん

はどういう状
じょう

態
たい

だったのかをお伝
つた

えし

たい。しばらく私
わたし

たちの話
はなし

に注
ちゅう

目
もく

していただきたい。似
に

た

ようなことをしてきたと思
おも

える話
はなし

が出
で

てくるかもしれな

い。あるいは、そんな薬
やく

物
ぶつ

は使
つか

わなかったと思
おも

うかもしれ

ないが、薬
くすり

の種
しゅ

類
るい

はあまり関
かん

係
けい

ない。たいせつなのは、ど

ういう薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったのかということよりも、使
つか

うのをやめ

たいかどうかなのだ。ほとんどのアディクトがみな同
おな

じよ

うな思
おも

いを経
けい

験
けん

してきた。だから違
ちが

いよりも、自
じ

分
ぶん

もそう

だったというところに目
め

を向
む

ければ、お互
たが

いに助
たす

け合
あ

うこ

とができる。

　いまは絶
ぜつ

望
ぼう

感
かん

と不
ふ

安
あん

でどうしようもないかもしれない。

また、これまで試
ため

してみたかずかずの治
ち

療
りょう

法
ほう

がそうだった

ように、NAのプログラムもまた、効
き

くわけがないと思
おも

っ

ているかもしれない。あるいは、効
き

いたという人
ひと

を見
み

て

も、その人
ひと

は特
とく

別
べつ

で、自
じ

分
ぶん

には効
き

かないと考
かんが

えているかも

しれない。私
わたし

たちのなかでも、初
はじ

めて NAのミーティング

に出
で

たときには、同
おな

じように思
おも

っていた仲
なか

間
ま

がたくさんい

る。ただし、はっきりしていたのは、もう使
つか

い続
つづ

けるわけ

にはいかないことだった。それはわかっていた。でも、ど

うやればやめられるのか、どうやればクリーンでいられる

かがわからなかった。薬
やく

物
ぶつ

は自
じ

分
ぶん

にとって何
なに

よりも大
だい

事
じ

な

ものになっていた。そんな大
だい

事
じ

なものを手
て

放
ばな

すなんて、だ

れだって不
ふ

安
あん

だろう。だがいずれにしても、使
つか

うのをやめ

たいという願
がん

望
ぼう

があるだけでNAのメンバーに加
くわ

われるの

だとわかって、ほっと一
ひと

息
いき

つけた。

　最
さい

初
しょ

は私
わたし

たちの多
おお

くが、新
あたら

しいことに向
む

かうのが不
ふ

安
あん

だったし、その方
ほう

法
ほう

を信
しん

用
よう

していたわけでもなかった。私
わたし

たちにとって確
たし

かなことといえば、これまでのやり方
かた

では

うまくいかなかったことだけだ。それにクリーンになって

みたものの、何
なに

かが変
か

わったわけではなかった。それどこ

ろか、いつもふつうにやっていた車
くるま

の運
うん

転
てん

だとか、電
でん

話
わ

を

かけるとかでも、自
じ

分
ぶん

が自
じ

分
ぶん

の知
し

らないだれかになってし

まったようで、不
ふ

安
あん

だったし、いたたまれなかった。だが

そういうときには、NAと、アディクトの仲
なか

間
ま

たちが助
たす

け

てくれた。私
わたし

たちだって、ほっとできる毎
まい

日
にち

を望
のぞ

んでい

た。だからそういう安
あん

心
しん

感
かん

を与
あた

えてくれる仲
なか

間
ま

たちを信
しん

じ

てみようと思
おも

ったのだ。

　あなたはいま、「それはわかっているけれど、でも

……」とか「もし……だったら、どうなるんだろう」とか

考
かんが

えているかもしれない。けれども、まだ信
しん

じられないに

しても、とりあえず次
つぎ

のような簡
かん

単
たん

なことからはじめてみ

たらどうだろうか。つまり、NAのミーティングにできる

だけたくさん出
で

る。みんなから連
れん

絡
らく

先
さき

を聞
き

いて、いつでも

助
たす

けてもらえるようにする。特
とく

に、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

いたいという

衝
しょう

動
どう

に襲
おそ

われたときには、なおさら連
れん

絡
らく

先
さき

が必
ひつ

要
よう

になる。

使
つか

いたいという衝
しょう

動
どう

は、ミーティングが行
おこ

なわれている時
じ

間
かん

に起
お

こるとはかぎらない。私
わたし

たちが今
き ょ う

日もクリーンを続
つづ

けていられるのは、そんなときに助
たす

けを求
もと

めたからだ。私
わたし

たちに役
やく

に立
た

ったのだから、あなたにもかならず役
やく

に立
た

つ。だから、回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

んでいるアディクト仲
なか

間
ま

には、

遠
えん

慮
りょ

しないで電
でん

話
わ

していただきたい。

　アディクションに逆
ぎゃく

戻
もど

りしないための方
ほう

法
ほう

はただひと

つ、最
さい

初
しょ

の一
いっ

回
かい

の薬
やく

物
ぶつ

に手
て

を出
だ

さないことだ。アディクト

にとって薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

うことは、ごく自
し

然
ぜん

なことだ。だからこ

そ、気
き

分
ぶん

や感
かん

情
じょう

を変
か

えてくれる薬
やく

物
ぶつ

から遠
とお

ざかっているた

めには、私
わたし

たち自
じ

身
しん

が、体
からだ

も、心
こころ

も、気
き

分
ぶん

も、さらにスピ

リチュアルな面
めん

でも、大
だいだいてき

々的に変
か

わらなければならない。

その変
か

わる方
ほう

法
ほう

を示
しめ

してくれるのが、NAの 12 のステッ

プだ。「ミーティングに来
き

ているだけでもクリーンにはな

れる。けれども、クリーンを続
つづ

けながら回
かい

復
ふく

したいと思
おも

う

のなら、12のステップに取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

があるんだ」と仲
なか

間
ま

が話
はな

しているとおりだ。だがひとりでそんなことはとて

もできない。でもNAの仲
なか

間
ま

たちと一
いっしょ

緒なら、互
たが

いに支
ささ

え

あうことができる。こうして新
あたら

しい生
い

き方
かた

を学
まな

び、その生
い

き方
かた

を自
じ

分
ぶん

にあてはめていくうちに、健
けん

康
こう

で、薬
やく

物
ぶつ

から解
かい

放
ほう

された生
せい

活
かつ

を続
つづ

けることがかならずできる。

　初
はじ

めて参
さん

加
か

したミーティングには、クリーンタイムをか

なり長
なが

く続
つづ

けている人
ひと

もいるだろう。そういう人
ひと

をみる

と、どうやればそんなに長
なが

い間
あいだ

クリーンでいられるのか、

ただただ感
かん

心
しん

するばかりかもしれない。けれどもNAミー

ティングに足
あし

を運
はこ

び続
つづ

け、クリーンを続
つづ

けていると、なぜ

そうなれるかがわかるようになる。そこには、クリーンを

続
つづ

けるアディクトたちの思
おも

いやりとお互
たが

いへの尊
そん

重
ちょう

の気
き

持
も

ちがある。そして私
わたし

たちは全
ぜん

員
いん

が、アディクションという

不
ふ

幸
こう

を乗
の

り越
こ

えてきた。私
わたし

たちは回
かい

復
ふく

を続
つづ

けるなかで、仲
なか

間
ま

どうしでお互
たが

いに愛
あい

情
じょう

を持
も

って支
ささ

えあっている。NAの

プログラムは、スピリチュアルな原
げん

理
り

によって成
な

り立
た

って

いる。その原
げん

理
り

によって私
わたし

たちはクリーンを続
つづ

けることが

できている。NAに来
き

ても、あなたは何
なに

も要求されない。

けれども、たくさんの提
てい

案
あん

を耳
みみ

にするだろう。NAの仲
なか

間
ま

たちは、私
わたし

たちが見
み

つけたクリーンで生
い

きていく方
ほう

法
ほう

をあ

なたにもぜひ手
て

渡
わた

したいのだ。さいわい、私
わたし

たちはその方
ほう

法
ほう

を手
て

にすることができた。だから「それを持
も

ち続
つづ

けるた

めには、次
つぎ

の人
ひと

に手
て

渡
わた

さなければならない」ことがよく理
り

解
かい

できるのだ。

　ようこそNAへ！　あなたの参
さん

加
か

を心
こころ

から歓
かん

迎
げい

したい。

これからもどうか足
あし

を運
はこ

び続
つづ

けていただきたい。さて、

NAのミーティングに出
で

ると、神
かみ

という言
こと

葉
ば

をよく耳
みみ

にす

る。ここでいう神
かみ

とは、不
ふ

可
か

能
のう

に思
おも

えたことを可
か

能
のう

にして

くれた、私
わたし

たちよりも偉
い

大
だい

な力
ちから

のことだ。私
わたし

たちは NAの

なかでその力
ちから

をこのプログラムやミーティングのなかに、

さらに仲
なか

間
ま

たちのなかに感
かん

じることができた。その力
ちから

こそ

が、今
き ょ う

日だけ、あるいは、一
いち

日
にち

が長
なが

すぎたら目
め

の前
まえ

の５分
ふん

だけ、薬
やく

物
ぶつ

なしで生
い

きていくために私
わたし

たちに必
ひつ

要
よう

なスピリ
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のプログラムについていろいろ疑問
をお持ちのことと思う。このパンフ
レットは、そんな疑問にお答えする
ために作られた。私たちは薬物を使
わずに生きる方法を見つけた。だか
ら、薬物の問題を抱えている人であ
れば、だれとでも私たちの経験を分
かち合いたいのだとお伝えしたい。

®

Narcotics Anonymous®

チュアルな原
げん

理
り

だった。ひとりではできないことも、仲
なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

ならできる。あなたが自
じ

分
ぶん

なりに、力
ちから

や希
き

望
ぼう

を手
て

に

できるまでは、私
わたし

たちが受
う

け止
と

めている力
ちから

や希
き

望
ぼう

を利
り

用
よう

し

て、どうぞ役
やく

立
だ

てていただきたい。おそらくあなたもいつ

の日
ひ

か、自
じ

分
ぶん

に無
む

償
しょう

で与
あた

えられたものをだれかに分
わ

かち合
あ

いたいと思
おも

う日
ひ

がやってくるだろう。

ミーティングに足
あし

を運
はこ

び続
つづ

けよう
　――そうすればうまくいくのだから！

あなたの地域のNAの電話番号は

 

 

 

 


